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福島区では「福島区将来ビジョン」とし
て、平成33年度を目標に「日常生活にお
いても予期せぬ災害時においてもあら
ゆる世代に『安全で安心なまち』だと実
感してもらえるまちを、また、区外からも
たくさんの人々が集まり、人と人とが互
いに認め合い支え合う、花とみどりがあ
ふれる魅力あるまち」をめざしています。
「福島区将来ビジョン」では、将来像を支
える7つの柱として「①防災・減災の強
化、②防犯強化、③子育て環境の充
実、④高齢者・障がい者の下支え、⑤地
域の活性化、⑥花とみどりのまちづくり、
⑦学校と連携」を中心に区政を推進して
いくこととしています。

福島区では「福島区将来ビジョン」として
平成30年度から概ね4年間の福島区の
めざすべき姿についてとりまとめ、その
中で区の将来像として「お子さんからお
年寄りまで、これからも住み続けたいま
ち　福島区」をめざすこととしています。｢
福島区将来ビジョン」では、4つのめざす
姿として「①人と人とがつながり支え合う
まちづくり、②次世代を元気に育むまち
づくり、③にぎわいと魅力あふれるまち
づくり、④区民が満足・納得できる区役
所づくり」を中心に区政を推進していくこ
ととしています。

あらゆる世代に「安全で安心なまち」 人と人とがつながり、支えあう

人と人とが互いに認め合い支え合う 日常から顔見知りになりつながっている
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「福島区地域福祉ビジョン」（素案）における「福島区将来ビジョン」に関係する記述の修正内容


